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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　

2
0
2
3
年
度
は
、
預
金
残
高
・
貸
出

金
残
高
と
も
に
堅
調
な
増
加
と
な
っ
た

（
図
表
1
）。

　

預
金
残
高
は
、
前
年
度
比
2
・
2
%
の

増
加
と
な
り
、
時
系
列
で
見
て
も
2
%
台

の
堅
調
な
増
加
が
続
い
て
い
る
。
預
金
の

大
半
を
占
め
る
個
人
預
金
が
堅
調
に
増
加

し
た
こ
と
に
加
え
、
円
安
な
ど
に
よ
る
企

業
業
績
の
改
善
に
よ
り
法
人
預
金
が
大
き

く
増
加
し
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
高
齢
化
の
進
展
や
物
価
高
に
よ
る

実
質
賃
金
の
減
少
が
個
人
預
金
の
減
少
要

素
と
し
て
懸
念
さ
れ
る
も
の
の
、
個
人
の

金
融
資
産
残
高
は
過
去
最
高
を
更
新
し
て

推
移
し
て
お
り
、
個
人
預
金
も
増
加
が
続

い
て
い
る
。
ま
た
、
24
年
3
月
の
金
融
政

策
変
更
に
よ
り
、
普
通
預
金
金
利
を
引
き

上
げ
る
銀
行
が
相
次
い
だ
が
、
金
利
変
更

が
年
度
末
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
期
末

の
預
金
残
高
に
は
大
き
な
影
響
は
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

貸
出
残
高
は
、
預
金
残
高
を
上
回
る
前

年
度
比
3
・
3
%
の
増
加
と
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
迫
る
高
い
増
加
率
と
な
っ
た
22

年
度
か
ら
は
増
加
率
は
低
下
し
て
い
る
も

の
の
、
平
年
よ
り
も
高
い
増
加
率
と
な
っ

て
い
る
。
貸
出
残
高
は
投
資
や
消
費
の
た

め
の
必
要
資
金
で
あ
る
た
め
、
物
価
上
昇

の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
家
計
の
住
宅
投

資
価
格
や
企
業
の
原
材
料
価
格
、
輸
入
品

価
格
な
ど
の
上
昇
に
よ
り
必
要
資
金
が
増

加
し
、
高
い
貸
出
増
加
率
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
体
と
し
て
は
堅
調
に
増
加
し
た
預
金

残
高
・
貸
出
金
残
高
で
あ
る
が
、
個
別
銀

行
で
見
る
と
前
年
度
比
で
減
少
し
た
銀
行

は
2
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
各
銀
行
の
経

営
方
針
や
外
部
環
境
、
前
年
度
ま
で
の
推

移
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ

る
が
、
本
年
度
の
傾
向
と
し
て
、
預
金
残

高
・
貸
出
金
残
高
の
減
少
は
や
や
規
模
の

小
さ
い
銀
行
で
発
生
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
減
少
幅
は
小
幅
で
あ
る
が
、
減
少
傾
向

が
継
続
す
る
と
地
域
銀
行
の
経
営
基
盤
に

も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
金
利
上
昇

局
面
で
は
、
各
銀
行
の
金
利
差
や
商
品
力

に
よ
り
取
引
の
差
が
生
ま
れ
や
す
い
た
め
、

適
正
な
預
貸
金
残
高
の
確
保
に
向
け
た
体

制
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

金
利
上
昇
で
求
め
ら
れ
る
地
域
銀
行
の
A
L
M・プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
の
見
直
し

23
年
度
決
算
に
み
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
3
年
度
は
、
日
銀
の
新
体
制
が
発
足
し
、
長
期
金
利
の
上
限
緩
和
や
24
年
3
月
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
解
除

な
ど
、
金
融
政
策
の
変
更
が
続
い
た
1
年
と
な
っ
た
。
金
融
正
常
化
に
向
け
て
歩
み
始
め
た
一
方
で
、
物
価
上
昇
や
円
安
、

人
手
不
足
な
ど
に
よ
り
実
体
経
済
は
厳
し
い
局
面
も
続
い
て
お
り
、
今
後
の
金
融
政
策
修
正
の
ペ
ー
ス
も
不
透
明
と
な
っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行
の
23
年
度
決
算
資
料
1・2
を
基
に
、
こ
う
し
た
経
済
環
境
や
金
融
政
策
の
変
化
が
地
域
銀

行
の
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と　
三
菱
U
F
J

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル
。

三
和
総
合
研
究
所
入
社
後
、旧

U
F
J
銀
行
総
合
リ
ス
ク
管
理
部
出

向
等
を
経
て
現
職
。当
社
入
社
以
来
、

金
融
機
関
の
経
営
管
理
高
度
化
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
に
従
事
。主
著「
地

域
金
融
機
関
の
将
来
経
営
計
画
」（
き

ん
ざ
い
）。
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（
2
）損
益
の
状
況

　

地
域
銀
行
の
当
期
純
利
益
は
、
前
年
度

比
9
・
3
%
の
増
益
と
な
っ
た
（
図
表
2
、

3
）。
20
年
度
か
ら
4
年
連
続
で
増
益
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
増
益
率
も
比
較

的
高
い
。

　

当
期
純
利
益
の
増
益
に
比
べ
て
、
コ
ア

業
務
純
益
（
除
く
投
信
解
約
損
益
）
は
前

年
度
比
1
・
7
%
と
小
幅
な
増
益
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
堅
調
な
預
貸
取
引
や
金
利

上
昇
を
背
景
に
、
貸
出
金
利
息
や
有
価
証

券
利
息
配
当
金
の
収
入
は
前
年
度
比
10
%

を
超
え
る
大
き
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
金
利
上
昇
に
伴
い
預
金
や
外
部
調

達
な
ど
の
資
金
調
達
費
用
も
前
年
度
比
約

2
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
資
金
運
用
収
入

か
ら
調
達
費
用
を
差
し
引
い
た
資
金
利
益

は
小
幅
な
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本

決
算
で
は
、
金
利
上
昇
が
資
金
利
益
に
与

え
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
利
息
配
当
金
収
入
の
増
加
や
資

金
調
達
費
用
の
増
加
は
主
に
海

外
取
引
に
伴
う
部
分
が
大
き
く
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
が
年
度
末

近
く
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

国
内
業
務
の
運
用
収
入
や
預
金

費
用
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
後
、

預
金
金
利
の
引
き
上
げ
を
行
う

銀
行
が
増
え
た
が
、
も
と
も
と

預
金
調
達
費
用
は
低
く
抑
え
ら

れ
て
お
り
、
今
後
の
減
益
要
因

と
は
な
り
得
る
も
の
の
、
今
決

算
で
の
減
益
影
響
は
小
さ
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

経
費
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と

も
、
コ
ア
業
務
純
益
の
増
加
幅

を
小
さ
く
し
て
い
る
。
地
域
銀

行
は
こ
れ
ま
で
経
費
の
削
減
努

力
を
続
け
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
下
で
資
金
利
益
が
減
少
す
る

中
で
も
、
経
費
削
減
効
果
に
よ

り
利
益
を
確
保
し
て
き
た
。
今

期
の
経
費
増
加
は
、
人
手
不
足

に
よ
る
賃
金
の
上
昇
や
物
価
上

昇
が
人
件
費
・
物
件
費
を

押
し
上
げ
て
い
る
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
新
規

分
野
へ
の
投
資
な
ど
、
必

要
な
部
分
へ
の
経
費
投
下

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
、
背
景
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
経
営
計
画
な
ど
で

も
、
経
費
削
減
方
針
か
ら

投
資
分
野
へ
の
積
極
的
な

経
費
投
下
を
打
ち
出
す
銀

行
も
増
え
て
お
り
、
今
決

算
で
も
約
8
割
の
銀
行
が

経
費
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
減
少

が
続
い
て
い
た
与
信
費
用

も
今
期
は
増
加
に
転
じ
て

い
る
。
不
良
債
権
比
率
は

低
下
し
て
お
り
、
与
信
費

用
も
依
然
低
水
準
で
あ
る

も
の
の
、
景
気
の
低
迷
や

マ
ク
ロ
的
な
倒
産
件
数
の

増
加
傾
向
な
ど
、
今
後
の

信
用
リ
ス
ク
動
向
に
は
留

意
を
要
す
る
。

　

コ
ア
業
務
純
益
が
微
増

に
と
ど
ま
る
中
で
、
増
益

決
算
を
支
え
た
の
が
有
価

証
券
損
益
で
あ
る
。
こ
れ

2023/3末

2024/3末

2023/3末

2024/3末

増減率

2.2%

3.3%

2.0%

3.1%

残高
（兆円）

預金

貸出金

397.6

406.5

306.7

316.8

時系列増減率

2019
年度

9.6%

5.0%

2020
年度

3.3%

2.4%

2021
年度

2.1%

4.6%

2022
年度

2.2%

3.3%

2023
年度

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減分布

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決算短信を公表している99行とした。
2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算説明資料等（99行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地方
銀行の決算の状況」、第二地方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC作成。

3　2022年度決算に基づく分析は、拙稿「金利上昇に立ち向かう地域銀行」（金融財政ビジネス2023年7月10日号）参照。
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43,026

27,605

15,450

-6,339
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1,550

8,577

33,077

12,545

38,352

6,521
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28,197

15,719
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2.6%
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30.6%

33.6%
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49.5%

73.7%

53.5%
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59
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67

79

57

49

73
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68

2022年度 2023年度 増減率 増加行  （構成比）

9.1%

30.3%

40.4%

28.3%

32.3%

20.2%

42.4%

50.5%

26.3%

46.5%

31.3%

9

30

40

28

32

20

42

50

26

46

31

減少行  （構成比）

---

---

---

---

0.0%

---

1.0%

89.9%

2.0%

---

5.1%

---

---

---

---

0

---

1

89

2

---

5

赤字行  （構成比）

損益の増減分布（銀行数）損益（億円） うち赤字

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金利益

役務収益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

当期純利益

（※）除く投資信託解約損益

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表2〉地域銀行の損益分布状況



62024.7.8［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

ま
で
は
堅
調
な
コ
ア
業
務
純
益
が
増
益
を

け
ん
引
し
、
有
価
証
券
損
益
が
減
益
要
因

と
な
る
時
期
が
続
い
た
が
、
今
期
は
同
じ

増
益
で
も
貢
献
度
は
逆
転
し
て
い
る
。
債

券
関
係
損
益
は
赤
字
が
続
い
て
い
る
も
の

の
赤
字
幅
が
大
き
く
縮
小
し
た
。
海
外
の

金
利
上
昇
に
よ
る
外
債
の
売
買
損
を
中
心

と
し
た
損
失
処
理
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、

金
利
上
昇
に
備
え
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

見
直
し
も
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。
債
券
損
益
は
依
然
と
し
て

大
き
な
水
準
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
銀
行
の
9
割
が
赤
字
を
計
上
し
て
い
る

も
の
の
、
堅
調
な
株
式
市
場
を
反
映
し
た

株
式
等
関
係
損
益
の
増
加
が
債
券
損
益
の

赤
字
を
カ
バ
ー
し
、
増
益
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　

各
銀
行
の
決
算
か
ら
、
当
期
純
利
益
の

増
益
行
（
68
行
）
と
減
益
行
（
31
行
）
に

区
分
し
て
、決
算
の
差
異
を
比
較
し
た（
図

表
4
）。

　

減
益
行
の
増
益
行
と
の
差
は
、

第
一
に
資
金
利
益
が
横
ば
い
で

コ
ア
業
務
粗
利
益
・
コ
ア
業
務

純
益
が
減
少
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
金
利
上
昇
傾
向
の
中
で
貸

出
金
利
息
・
有
価
証
券
利
息
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
調
達

費
用
も
増
加
し
資
金
利
益
の
上

昇
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
第

二
に
有
価
証
券
損
益
の
改
善
が

進
ま
ず
、
債
券
関
係
損
益
の
赤

字
幅
が
微
減
に
と
ど
ま
り
、
株

式
等
関
係
損
益
も
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
て
い
る
。
債
券
関
係
損

益
の
赤
字
幅
を
大
き
く
縮
小
し
、

株
式
等
関
係
損
益
も
増
加
さ
せ

て
大
き
な
増
益
要
因
と
し
て
い

る
増
益
行
と
は
、
差
が
大
き
い
。

　

経
費
や
与
信
費
用
の
増
加
は

共
通
し
て
い
る
た
め
、
金
利
な
ど
の
市
場

環
境
の
変
動
に
対
す
る
、
資
金
利
益
や
有

価
証
券
関
係
損
益
の
増
減
状
況
の
差
異
が
、

最
終
的
な
当
期
純
利
益
の
増
減
の
差
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
3
）損
益
の
推
移

　

時
系
列
で
地
域
銀
行
の
損
益
推
移
を
見

る
と
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
前
の
収

益
水
準
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
（
図
表
5
）。

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
前
の
15
年
度
決

算
と
比
較
す
る
と
、
コ
ア
業
務
純
益
は
既

に
足
元
で
上
回
っ
て
お
り
、
当
期
純
利
益

も
9
割
程
度
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
収
益
構
造
は
15
年
度
決
算
と

は
大
き
く
異
な
る
。
資
金
利
益
は
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
、
足

元
で
は
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
る
も
の
の

水
準
に
は
差
が
あ
る
。
コ
ア
業
務
純
益
の

増
加
は
、
役
務
利
益
の
増
加
や
経
費
の
減

少
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
資
金
利

益
低
迷
下
で
収
益
構
造
の
改
善
に
取
り
組

ん
だ
地
域
銀
行
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
、
15
年
度
当
時
は
金
利
低
下
局
面
で
あ

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000
前年度
当期利益

8,577

資金利益

984

役務利益

335

経費

-592

債券
関係損益

1,644

株式等
関係損益

967

与信費用

-521

その他

-2,018

当期利益

9,376

（億円）

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表3〉地域銀行の損益増減要因分解
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16,686
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2.9%

2.3%

3.7%

---

48.6%

39.3%

25.1%

2022年度 2023年度 増減率

増益行 平均損益（百万円）

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金利益

役務利益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

当期純利益

26,245

9,746

32,396

5,654

36,742

23,831

12,907

-5,852

3,854

2,009

7,754

29,612

10,990

32,397

5,917

36,672

24,300

12,371

-5,243

3,908

2,536

5,351

12.8%

12.8%

0.0%

4.6%

-0.2%

2.0%

-4.2%

---

1.4%

26.3%

-31.0%

2022年度 2023年度 増減率

減益行 平均損益（百万円）

（※）除く投資信託解約損益

〈図表4〉増益行・減益行の損益比較

（出所）各行公表資料等よりMURC作成
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〈図表5〉地域銀行の損益推移
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り
、
債
券
価
格
の
上
昇
に
よ
る
債
券
関
係

損
益
の
収
益
貢
献
も
大
き
く
、
足
元
で
の

大
幅
な
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
収
益
構
造
と

の
差
は
大
き
い
。
コ
ア
業
務
純
益
と
当
期

純
利
益
の
水
準
の
差
は
、
主
に
こ
の
債
券

関
係
損
益
と
与
信
費
用
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

24
年
3
月
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
終

了
し
、
今
後
金
利
水
準
が
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
前
に
戻
っ
て
い
く
と
す
る
と
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
下
で
進
め
た
預
貸
金
残
高

の
拡
大
や
役
務
収
益
の
拡
大
、
経
費
の
削

減
な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
利
益
を
拡
大
し

や
す
い
収
益
構
造
に
変
化
し
て
い
る
と
言

え
る
。
一
方
で
、
15
年
度
か
ら
の
収
益
構

造
の
変
化
や
、
前
項
の
増
益
行
・
減
益
行

の
比
較
分
析
か
ら
考
え
る
と
、
金
利
上
昇

局
面
で
実
際
に
利
益
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
は
「
資
金
利
益
が
金
利
上
昇
に
伴
っ

て
適
切
に
拡
大
す
る
よ
う
に
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
」「
金
利
上

昇
に
よ
る
有
価
証
券
損
益
の
変
動
に
対
応

す
る
こ
と
」
の
二
つ
が
重
要
な
経
営
課
題

と
な
る
。

（
4
）金
利
上
昇
と
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理

　

金
利
上
昇
局
面
で
は
金
融
機
関
の
資
金

利
益
が
改
善
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

実
際
に
金
融
機
関
株
価
の
上
昇
な
ど
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
金
利
が
上
昇
す
れ

ば
自
動
的
に
金
融
機
関
の
収
益
が
増
加
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
金
利
上
昇
に
伴
っ
て

資
金
利
益
を
適
切
に
拡
大
す
る
た
め
に
は
、

金
融
機
関
自
身
が
、
金
利
環
境
に
合
わ
せ

て
適
切
に
取
引
金
利
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
金
利
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
）
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

資
金
利
益
は
主
に
預
貸
の
金
利
差
で
決

ま
る
た
め
、
預
金
・
貸
出
金
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
が
重
要
と
な
る
が
、

商
品
に
よ
っ
て
金
利
が
一
定
の
預
金
に
比

べ
て
、
個
々
の
債
務
者
や
貸
し
出
し
条
件

が
反
映
さ
れ
る
貸
出
金
利
の
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
管
理
の
方
が
金
融
機
関
に
よ
っ
て
差
が

生
ま
れ
や
す
く
、
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
の

重
要
性
が
高
い
。

　

金
利
上
昇
を
受
け
て
、
貸
出
金
利
は
既

に
上
昇
を
始
め
て
い
る
（
図
表
6
）。
低

下
が
続
い
て
い
た
貸
し
出
し
ス
ト
ッ
ク
全

体
の
金
利
は
、
23
年
に
底
を
打
ち
、
足
元

で
は
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
支
え

て
い
る
の
は
、
新
規
貸
出
金
利
の
上
昇
で

あ
り
、
月
に
よ
る
上
昇
・
低
下
は
あ
る
も

の
の
、
22
年
ご
ろ
か
ら
横
ば
い
に
転
じ
、

足
元
で
は
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

上
昇
傾
向
は
、
金
融
機
関
の
業
態
に
よ

る
差
が
大
き
い
。
足
元
で
の
貸
出
金
利
の

上
昇
は
都
市
銀
行
に
お
い
て
特
に
顕
著
で

あ
る
。
都
市
銀
行
で
は
、
新
規
貸
出
金
利

は
20
年
半
ば
を
底
と
し
て
地
域
銀
行
よ
り

も
早
く
か
ら
上
昇
傾
向
に
転
じ
、
さ
ら
に

足
元
で
の
上
昇
幅
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ス
ト
ッ
ク
金
利
も
23
年
こ
ろ
か
ら
上
昇
に

転
じ
、
特
に
24
年
に
入
っ
て
か
ら
の
上
昇

幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
貸

出
金
利
の
水
準
は
低
い
も
の
の
、
新
規
貸

出
金
利
・
ス
ト
ッ
ク
金
利
と
も
に
地
銀（
全

国
地
方
銀
行
協
会
加
盟
行
）
の
水
準
に
近

づ
い
て
き
て
い
る
。

　

地
銀
、
第
二
地
銀
（
第
二
地
方
銀
行
協

会
加
盟
行
）
の
貸
出
金
利
も
上
昇
に
転
じ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
動
き
は
緩
や
か
で

あ
る
。
新
規
貸
出
金
利
は
22
年
半
ば
に
底

を
打
っ
て
い
る
も
の
の
、
以
降
の
上
昇
幅

は
小
さ
く
、
ス
ト
ッ
ク
金
利
も
23
年
後
半

か
ら
よ
う
や
く
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
都
市
銀
行
と
地
域
銀
行
の
貸

出
金
利
動
向
の
差
は
、
も
と
も
と
の
貸
出

金
利
水
準
や
市
場
金
利
に
連
動
し
や
す
い

貸
出
金
利
条
件
な
ど
の
差
な
ど
の
要
因
は

あ
る
も
の
の
、
行
内
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管

理
の
差
に
よ
る
要
因
も
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
市
場
金
利
の
変
化
を
反
映
し
た
、

債
務
者
や
貸
し
出
し
条
件
に
見
合
っ
た
適

切
な
金
利
条
件
を
設
定
す
る
た
め
の
行
内

制
度
や
運
用
体
制
が
、
こ
れ
ら
の
貸
出
金

2018/01 19/01 20/01 21/01 22/01 23/01 24/01

2018/01 19/01 20/01 21/01 22/01 23/01 24/01

ストック金利推移

新規金利推移

（利回り%）

（利回り%）

1.195

1.002

0.827

0.950

0.825

1.160

0.980

0.569

0.646

0.478

0.749

0.901

0.735

0.818
0.934

0.667

0.7470.795

ストック_都銀
ストック_地銀
ストック_第二地銀

新規_都銀
新規_地銀
新規_第二地銀

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.3

※新規貸出金利は6カ月平均

（出所）日銀「貸出約定平均金利」よりMURC作成

〈図表6〉業態別ストック・新規貸出約定平均金利の推移
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利
水
準
の
差
、
ひ
い
て
は
資
金
利
益
や
銀

行
全
体
の
収
益
の
差
に
つ
な
が
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
。

　

地
域
銀
行
で
は
、
ま
ず
は
従
来
の
形
骸

化
し
た
収
益
管
理
制
度
や
貸
出
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
金
利
制
度
を
見
直
し
、
市
場
金
利
変

動
を
反
映
し
た
適
切
な
貸
出
基
準
金
利

（
標
準
採
算
基
準
）
を
設
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
標
準
採
算
基
準
は
、
市
場
金
利
に

加
え
て
、
経
費
率
や
信
用
リ
ス
ク
率
、
期

待
収
益
率
な
ど
を
反
映
し
て
設
計
す
る
必

要
が
あ
り
、
銀
行
の
収
益
構
造
や
経
営
計

画
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
上
で
、
実
際
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
行

う
営
業
店
で
利
用
が
進
む
よ
う
に
、
研
修

や
支
援
ツ
ー
ル
な
ど
の
構
築
、
目
標
・
実

績
管
理
な
ど
の
徹
底
な
ど
の
運
用
面
で
も

体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
実

際
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
で
は
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
交
渉
に
よ
り
決
定
さ
れ
る

が
、
交
渉
に
お
い
て
顧
客
に
も
貸
出
金
利

上
昇
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
貸
出
基
準
金
利

を
適
切
に
設
定
し
、
顧
客
に
も
必
要
性
を

説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
、
貸
出
金
利

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

適
切
な
金
利
設
定
が
で
き
な
い
と
、
調
達

費
用
の
増
加
の
分
だ
け
資
金
利
益
は
減
少

し
て
し
ま
う
。
標
準
採
算
基
準
を
通
し
た

貸
出
金
利
設
定
の
た
め
の
行
内
制
度
整
備

を
急
ぐ
と
と
も
に
、
顧
客
へ
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
・
本
業
支
援
の
強
化
な

ど
を
通
じ
て
、
貸
出
金
利
の
上
昇
に
対
す

る
顧
客
の
理
解
醸
成
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。（

5
）金
利
上
昇
と
有
価
証
券
損
益

　

前
年
度
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
金
利
上

昇
に
よ
る
有
価
証
券
関
連
損
益
の
悪
化
に

つ
い
て
は
、
23
年
度
決
算
で
は
結
果
と
し

て
大
き
く
改
善
し
た
。

　

有
価
証
券
運
用
に
は
①
有
価
証
券
の
保

有
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
息
や
配
当
金
な
ど

の
期
間
損
益
②
売
買
や
償
還
時
に
発
生
す

る
実
現
損
益
③
保
有
有
価
証
券
の
価
格
変

動
に
よ
る
評
価
損
益
─
の
三
つ
の
損
益
が

発
生
す
る
。
23
年
度
決
算
で
は
前
述
の
通

り
、
①
期
間
損
益
で
あ
る
有
価
証
券
利
息

配
当
金
は
大
き
く
増
加
し
、
金
利
上
昇
に

よ
り
収
益
が
拡
大
し
た
ほ
か
、
②
実
現
損

益
も
債
券
関
係
損
益
の
赤
字
幅
縮
小
、
株

式
関
係
損
益
の
増
加
に
よ
り
、
有
価
証
券

損
益
が
大
き
な
増
益
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

③
評
価
損
益
も
大
き
く
改
善
し
た
（
図

表
7
）。
地
域
銀
行
全
体
の
評
価
損
益
は

お
よ
そ
倍
増
と
な
り
、
評
価
益
の
銀
行
も

約
3
分
の
2
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
昨
年

度
決
算
で
は
金
利
上
昇
に
よ
る
債
券
の
評

価
損
拡
大
が
最
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、

海
外
金
利
の
上
昇
が
一
服
し
た
こ
と
や
、

多
く
の
銀
行
で
評
価
損
を
抱
え
た
債
券
の

償
還
や
入
れ
替
え
が
進
ん
だ
こ
と
が
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
債
券
は
評
価
損
状

態
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
評
価
損
額
と

し
て
は
縮
小
し
、
株
式
の
評
価
益
で
カ
バ

ー
さ
れ
て
い
る
銀
行
が
多
い
。

　

一
方
で
、
評
価
損
益
は
各
銀
行
の
有
価

証
券
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
個
別
性
が

強
い
た
め
、
銀
行
に
よ
っ
て
は
改
善
が
進

ま
ず
、
高
い
水
準
の
評
価
損
が
継
続
し
て

い
る
銀
行
も
あ
る
。
自
己
資
本
比
率
に
対

す
る
評
価
損
益
の
割
合
で
見
る
と
、
評
価

益
の
銀
行
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
引

き
続
き
高
い
マ
イ
ナ
ス
幅
を
計
上
し
て
い

る
銀
行
も
あ
り
、
評
価
損
益
の
増
減
は
二

極
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

今
決
算
で
は
大
き
く
改
善
し
た
有
価
証

券
損
益
で
あ
る
が
、
先
行
き
は
難
し
い
運

用
環
境
が
続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
解
除
さ
れ
、
24
年
度

に
入
っ
て
か
ら
長
期
金
利
は
上
昇
が
続
き
、

日
銀
が
め
ど
と
す
る
1
%
前
後
で
推
移
し

て
い
る
。
日
銀
は
国
債
の
買
い
入
れ
減
額

方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
金
利
の
上
昇

圧
力
と
な
る
ほ
か
、
買
い
手
需
要
が
減
少

す
る
こ
と
で
市
場
動
向
も
不
安
定
に
な
り

や
す
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
日
銀
の
政
策
変
更
と
、
そ
れ
に
伴
う

円
金
利
の
上
昇
に
左
右
さ
れ
る
環
境
が
続

く
と
予
想
さ
れ
、
特
に
円
債
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
お
い
て
は
、
債
券
価
格
の
下
落
が

実
現
損
益
・
評
価
損
益
の
減
少
を
招
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
円
債
の
割
合
の
高
い

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
構
成
と
な
っ
て
い
る
銀

行
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
海
外
債
券

を
中
心
と
し
た
実
現
損
益
・
評
価
損
益
の

減
少
以
上
に
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

こ
う
し
た
金
利
上
昇
局
面
で
は
、
実
現

評価
損益
（兆円）

増減率
自己資本に対する評価損益の比率

評価益 ～▲3% ～▲5% ～▲10% ～▲20% ▲20%～

3.78

2.27

4.48

2022/3末

2023/3末

2024/3末

-43.2%

97.4%

83

83.8%

47

47.5%

67

67.7%

6

6.1%

14

14.1%

10

10.1%

2

2.0%

11

11.1%

0

0.0%

3

3.0%

10

10.1%

7

7.1%

4

4.0%

11

11.1%

8

8.1%

1

1.0%

6

6.1%

6

6.1%

〈図表7〉地域銀行の有価証券評価損益の推移・分布

（出所）各行公表資料等よりMURC作成、評価損益は一部非開示行につ
いてMURC推計値を含む
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損
益
・
評
価
損
益
の
観
点
で
は
リ
ス
ク
が

増
大
す
る
が
、
期
間
損
益
の
観
点
で
は
収

益
増
加
の
機
会
で
も
あ
る
た
め
、
金
利
リ

ス
ク
を
経
営
体
力
に
応
じ
た
適
切
な
水
準

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
、
期
間
損
益
を

重
視
し
た
A
L
M
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

A
L
M
は
こ
れ
ま
で
各
銀
行
で
運
営
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
金
利
の
低
下
・
安
定
局

面
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
中
長
期
の
安

定
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
構
成
や
安
定
的

な
運
用
方
針
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
一
方

で
金
利
上
昇
局
面
で
は
、
中
長
期
の
安
定

性
は
引
き
続
き
重
視
し
つ
つ
、
変
化
す
る

市
場
金
利
環
境
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
機
動

的
で
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
A
L
M
運
営
が

求
め
ら
れ
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
投
資

構
成
や
ヘ
ッ
ジ
戦
略
、
預
貸
取
引
も
含
め

た
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
金
利
上

昇
局
面
で
の
A
L
M
へ
の
転
換
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
も
A
L
M
運
営
も
、

多
く
の
地
域
銀
行
で
導
入
・
運
営
さ
れ
て

き
た
が
、
長
く
続
く
低
金
利
環
境
下
で
形

骸
化
し
た
部
分
や
、
時
代
に
合
わ
な
く
な

っ
て
き
た
部
分
は
多
い
。
本
格
的
な
金
利

上
昇
に
備
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
再
点
検
し
、
金
利
上
昇
局
面
に
合
わ
せ

た
体
制
・
制
度
・
運
営
方
針
に
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
言
え
よ
う
。


